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平成 23 年 6 月 22 日 東山田中学校学校運

営協議会メンバー4 名が今後の「つながり」

をつくるため山田町を訪問。 

コミュニティフェスタ、サロンコンサート等

で集められた募金（6 月 22 日現在 369,863

円）のうち第１回として 30 万円を学校と子

どものために使っていただくために直接お届

けしました。 



 

教育委員会・山田南小学校 

正面に見えるビルが町役場。 

1 階まで津波が押し寄せたそうです。 

震災直後に横浜市都筑区池辺地区から届けられた 

プランターの花が咲いていました。 

山田南小学校では突然にもかかわららず、子どもた

ちの様子など、うかがうことができました。 

山田町教育委員会でお話をうかがいました。 

 

町役場横にかつての津波の教訓が残っていました。 蔵や鉄筋の建物が残っていますが、海までの町はす

べて津波とその後の火災で被害をうけました。 



 

道の駅やまだ  ボランティアセンター 

道の駅は大切な買い物の場所となっていました。 

町の中心部から離れると、このような状況でした。 この日も神奈川県からのバスなど到着。100 名以上

のボランティアががれき撤去などを。 

ボランティアも地域の人も必ず寄るところになって

います。 

現在、靴は十分あるそうです。子どもから大人まで

の夏物をお届けすることにしました。 

仮設住宅に移ると物資が届きにくくなるそうです。 

自由にもっていけるコーナーですが、夏物が不足！ 



 

山田中学校 

震災後、学校が一丸となって前へ進んでいる様子が

わかりました。 

この日はとなりの山田高校の行事が開催されていま

した。（山田高校は避難所となっているため） 

体育祭の代休の訪問にもかかわらず、副校長先生が

校内を案内してくださいました。 

開校 10 年目の校舎 

掃除の徹底、掲示物の美しさに驚きました。 

 

生徒会新聞は壁新聞です 部活ごとに活動目標・学年ごとの重点

目的が掲げられていました。 

ロビーには輝かしい実績が・・・ 



 

  

 

 

 

学校運営協議会会長小松先生が山田町教育委員

会について、７月４日の日経新聞コラムに書かれ

ました。 
 

また,夏物衣料が不足していることがわかり、や

またろう本部から送ることにしました。山田町観

光協会 HP「山田かきくけこ通信」にも掲載され

ています。   

http://yamada-kankou.seesaa.net/ 
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